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　今年の「ひまわり祭」は、次の会場および日程で開催します。 

　　 座間地区・座架依橋南 
　 　ひまわり広場 
○とき　８月11日（土）午前10時～
午後２時（雨天の場合は12日） 
○内容　野菜・ヒマワリの切り花直
売、特産品「本格焼酎ひまわり」・
飲み物・竹細工の販売など 

２ ２ 

 

     四ツ谷地区・ 
     新田宿グラウンド 
     南ひまわり広場 
○とき　８月18日（土）
午前10時～午後２時 
　（雨天の場合は19日） 
○内容　野菜・ヒマワリ
の切り花直売、特産品
「本格焼酎ひまわり」
の販売など 

３ ３ 

※ひまわり広場やその周辺には駐車場はありません。ご来場には、電車・バ
スをご利用ください。路上駐車や農地への車の乗り入れはしないでください。 
※ひまわり広場内は、日陰が少ないので帽子をかぶるなど日よけ対策をし
てください。 

お願い 

     栗原地区・ 
     ひまわり広場 
○とき　７月28日（土）
午前10時～午後２時 
　（雨天の場合は29日） 
○内容　野菜・ヒマワリ
の切り花直売、特産品
「本格焼酎ひまわり」
の販売など 

１ １ 

　太陽に届かんばかりに気高く背を伸
ばし、鮮やかな花を咲かすヒマワリ。
座間に夏の訪れを告げるひまわり広場
は、「かながわ花の名所100選」にも選
ばれ、毎年多くの方が見学に訪れます。 
　思い思いにヒマワリを眺めたり、写
真を撮ったりと楽しみ方は皆さんの自
由です。ふるさとの大地に咲き誇る、
55万本のヒマワリをどうぞお楽しみく
ださい。 
担当 市ひまわり推進協議会事務局 
 （ＪＡさがみ座間営農センター内） 

�046（251）0011 
 市農政課　�046（252）7601 �046（255）3550

　ヒマワリの開花状況やイベ
ント情報など、詳しくは 

ひまわり推進協議会 
　　　　　  ホームページ
http://www5c.biglobe. 
ne.jp/̃za-hima/  
　　　　　　　　 を見てね！ 
皆さんひまわり広場に遊びに
来てね！ 

ひまわり 
イメージキャラクター 
　　　　「サン」 



広報ざま【座間市のお知らせ】No.788 平成19年（2007年）７月15日２

少
し
の
間
だ
け
な
ら
い
い
だ

ろ
う
、
一
台
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に

通
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な
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い
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好
な
居
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環
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を
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く
る

上
で
、
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が
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役
割

や
重
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し
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し
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し
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方
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惑
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平
成
十
三
年
度
に
は
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花

い
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ぱ
い
運
動
事
業
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て
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市
道
の
沿
線
五
百
九
十
カ
所

に
、
季
節
の
花
を
植
え
た
プ
ラ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
沿
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の
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樹
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」
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し
て
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整
備
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進
め

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
、
季
節
の
移
り
変

わ
り
を
告
げ
る
花
を
道
路
周
辺

に
植
え
る
こ
と
で
、
わ
た
し
た

ち
の
暮
ら
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に
潤
い
を
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そ
し

て
心
に
安
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道
づ
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ま
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で
す
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皆
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路
で
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投
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捨
て
ら
れ
た
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缶
や
た
ば
こ
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い
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な
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目
に
し
た

り
、
放
置
さ
れ
た
自
転
車
が
邪
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で
歩
き
づ
ら
か
っ
た
り
し
て
、
不
快
な
気
持
ち
に
な

っ
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こ
と
は
あ
り
ま
せ
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か
。

八
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」、
八
月
十
日
は
「
道
の
日
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

皆
さ
ん
に
最
も
身
近
な
公
共
施
設
で
あ
る
道
路
を
、
安
全
で
快
適
な
空
間
に
で
き
る
よ

う
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

担
当

道
路
管
理
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）
８
５
６
４

�
０
４
６（
２
５
５
）
３
５
５
０

良好な生活環境を保全するため、生け垣を設置し
ようという方に、次のとおり奨励金を交付していま
す。ぜひご利用ください。
○交付条件　自己敷地内への生け垣の設置で、次の
すべてに該当し事前審査を受けたもの①公道また
は公道に準ずる私道（以下、道路）に面する延長
が２メートル以上②設置部分の高さが道路から
1.5メートル以下③樹高が0.9メートル以上④葉が
触れ合う程度に列植

○交付額　１メートル当たり4,000円（限度額８万
円）、既存の塀を壊して設置する場合は１メート
ル当たり6,000円（限度額12万円）
※一部地区では限度額が異なります。

担当 公園緑政課
�046（252）7221 �046（255）3550

違
法
駐
車
は

や
め
ま
し
ょ
う

道
路
に
障
害
物
を

置
く
こ
と
は
危
険
で
す

生
け
垣
の
手
入
れ
と

管
理
を
忘
れ
ず
に

季
節
の
花
が
あ
ふ
れ
る

道
路
づ
く
り
に
ご
協
力
を

※それぞれの会場では、映画上映後に自転車をテーマとした交通安全劇を学
童交通安全指導員が公演します。

歩き慣れた道もあらためて良く観察すると、さまざまな発見があるはずです

地元中学生も道路の美化に協力しています
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保 予 保健医療課 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

受付時間 
◆休日（日曜日・祝日）昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 
消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

受付時間 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
外　科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆深　夜 
診療科目 電話番号 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

小児救急情報センター（左記）でご確認くだ 
さい。 午後10時～翌朝午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌朝午前８時 

�０４６（２５５）９９３３ 

�０４６（２５１）０１１９ 
※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 

▽とき＝８月３日（金）午前９時30分
～10時30分受け付け▽ところ＝市公民
館▽内容＝身体測定と食事・発育状
態・しつけの相談▽持ち物＝母子健康
手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝７月26日（木）午前10時～11時30分▽とこ
ろ＝市民健康センター▽内容＝離乳食の作り方・す
すめ方、子どもの発達や予防接種について▽対象＝
おおむね生後５カ月～６カ月児とその保護者▽定
員＝30人（申込順）▽持ち物＝母子健康手帳、離乳食
用スプーン▽申込方法＝電話予約

▽とき＝８月３日（金）午前９時～正午▽ところ＝
市民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面で
の心配事についての理学療法士による相談▽対象＝
生後４カ月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽とき＝８月２日（木）▽ところ＝市民健康センタ
ー▽申込方法＝７月25日（水）までに電話予約

検診 対　象 受付時間 受診料 

大腸 500円 
　　40歳以上 
（平成19年 
４月１日現在） 

午前９時～11時 

保健福祉事務所からのお知らせ　　　問い合わせ先　厚木保健福祉事務所�046（224）1111

食中毒が多発する季節を迎え、
８月６日から12日までの１週間、
食中毒予防週間が実施されます。
また、厚木保健福祉事務所と厚
木地区食品衛生協会では「食中
毒予防キャンペーン」を開催し
ます。
○と　き　８月８日（水）午後２時～
○ところ　サミット座間ひばりが丘店（ひばりが丘
４－11－１）

○内　容　食品衛生クイズ（回答者に景品を進呈）、
食品衛生相談コーナーなど
食中毒を引き起こす病原性大腸菌などは、常にわた

したちの身の回りに潜み、感染のすきをうかがってい
ます。次の点に注意して、食中毒を防ぎましょう。
☆小まめに手を洗う
☆食品は十分に加熱する
☆調理器具は消毒し清潔にする

▽とき＝①８月６日（月）②８日（水）③15日（水）
④22日（水）いずれも午後１時30分～４時▽ところ＝
①②③厚木保健福祉事務所④サニープレイス座間▽内
容＝心の病気の治療や再発予防についての相談および
認知症についての相談▽申込方法＝電話予約

▽とき＝８月７日、21日いずれも火曜日午前９時30分
～午後４時▽内容＝病気のある方などの食事に関する
相談▽申込方法＝電話予約

▽とき＝８月２日（木）午後１時30分～２時▽対象＝
心身障害者▽申込方法＝電話予約

▽とき＝毎月第１・第３月曜日午後１時15分～２時45
分（電話相談は随時）▽申込方法＝電話予約

保育児相談 保発達相談

保がん検診
保赤ちゃん教室

食中毒予防キャンペーン 専門医による精神保健相談および認知症相談

栄養専門相談

障害児者のための歯科相談

エイズ無料検査

飼い犬は年に1回、４月１日から６月30日まで
の間に狂犬病予防注射の接種が義務付けられてい
ます。まだ接種を受けていない場合は、至急最寄
りの動物病院で接種の上、狂犬病予防注射済みの
証明に注射票交付手数料550円を添えて、担当で
手続きをしてください。
また、飼い犬が死亡したり、他人に譲渡したり

したときは、必ず担当までご連絡ください。
担当 保健医療課

�046（252）7213 �046（252）7043

国民健康保険に加入している昭和７年10月１日
から昭和12年７月１日までに生まれた方（老人保
健法適用者は除く）に、医療費の負担割合を記載
した「国民健康保険高齢受給者証」を送付（７月
下旬予定）します。
８月１日以降に医療機関で受診する際には、今

回送付される高齢受給者証と国民健康保険被保険
者証の両方を窓口に提示してください。今お持ち
の高齢受給者証は、８月１日以降は使用できませ
んので、市役所１階国保年金課または各出張所に
返却してください。
高齢受給者証をお持ちの方が負担する医療費の

負担割合は、所得の状況などから毎年判定し直さ
れます。このことから、今回届く高齢受給者証に
記載されている負担割合と、今お持ちの高齢受給
者証の負担割合が異なる場合がありますので、ご
了承ください。また、平成20年４月１日より国民
健康保険法の一部が改正されるため、有効期限は
平成20年３月31日となっております。平成20年３
月中に新たな高齢受給者証を送付しますので、ご
承知おきください。
なお、昭和７年10月１日から昭和８年３月１日

生まれの方は、誕生日の翌月（１日生まれの方は
当月）から老人保健医療の対象となりますので、
有効期限はその方の誕生日に合わせて設定されて
います。
担当 国保年金課

�046（252）7003 �046（252）7043

老人保健法の医療受給者証をお持ちの方（昭和７
年９月30日以前に生まれた方、65歳以上で一定の障
害のある方）の自己負担割合を、平成19年度の住民
税の課税所得額に基づき、８月１日現在で判定しま
す。
☆課税所得額による負担割合
世帯員に、70歳以上で課税所得額が145万円以上

の方がいる場合は、医療機関で支払う自己負担割合
は３割となり、それ未満の場合は１割となります。
それぞれの負担区分と自己負担限度額は右表のとお
りです。
☆収入による再判定
自己負担割合が３割の方で、平成18年中の収入金

額が、70歳以上の方が１人の世帯（本人含む）で
383万円未満、２人以上の世帯で合計額が520万円未
満の方は、申請することにより自己負担割合が１割
となります。該当する方には、７月中旬に「基準収
入額適用申請書」をお送りします。
☆税制改正に伴う経過措置
「公的年金等控除の見直し」と「老年者控除の廃

止」に伴い、現役並みの所得者になる方で、次に当て
はまる方については「自己負担限度額」のみ負担区分
が「一般」になります。
○課税所得額が145万円以上213万円未満の方
○収入の合計金額が、①70歳以上の方が１人の世帯＝
383万円以上484万円未満②70歳以上の方が２人以上
の世帯＝520万円以上621万円未満（①②とも「基準
収入額適用申請書」の提出が必要です。該当する方
には、７月中旬に申請書を送付します）

☆負担割合が変わる方には
新しい受給者証を７月下旬に送付
判定の結果、負担割合が変わる方には、８月１日か

ら使用していただく新しい受給者証を７月下旬にお送
りします。今後、医療機関で受診する際には、この受
給者証を窓口に提出してください。また、現在お使い
の受給者証は、８月１日以降は利用できませんので、
市役所１階保健医療課または各出張所に返却してくだ
さい。
担当 保健医療課 �046（252）7213 �046（252）7043

負担 
割合 

負担 
区分 

自己負担限度額 

外来 
（個人単位） 

外来＋入院 
（世帯単位） 

基　準 

３割 

１割 

現役 
並み 
所得者 

44,400円 

12,000円 44,400円 

15,000円 

24,600円 

8,000円 

80,100円＋（医
療費－267,000
円）×１％ 
（４回目以降は
44,400円） 

同一世帯に課税所
得額が145万円以上
で、70歳以上または
老人保健対象者が
いる方 

世帯全員が市民税非
課税でその世帯全員
が一定基準以下の方 
（例えば、年金収入
のみの場合80万円以
下） 

世帯全員が市民税非
課税の方 

一　般 

区分Ⅱ 

区分Ⅰ 

他の区分に 
該当しない方 

お済みですか？ 
　　狂犬病予防注射 

国民健康保険の 
　 高齢受給者証を 
   　   お持ちの方へ 

国民健康保険の 
　 高齢受給者証を 
   　   お持ちの方へ 

国民健康保険の 
　 高齢受給者証を 
   　   お持ちの方へ 

老人保健法 
医療受給者証を 
お持ちの方へ 

老人保健法 
医療受給者証を 
お持ちの方へ 
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北
海
道
夕
張
市
が
財
政
破
綻

し
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。

同
市
で
は
財
政
再
建
の
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
減
や
市
民
負
担
の
増
加

が
、
実
施
ま
た
は
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
税
や
施
設
使
用
料

の
引
き
上
げ
、
ご
み
有
料
化
、

小
・
中
学
校
の
統
廃
合
、
公
共

施
設
の
統
廃
合
の
ほ
か
、
職
員

給
与
の
年
間
四
割
削
減
や
観
光

事
業
の
見
直
し
な
ど
が
、
こ
の

一
例
で
す
。

同
市
の
財
政
破
綻
は
、
不
適

切
な
財
政
運
営
の
結
果
に
よ
る

も
の
で
、
一
般
的
な
事
例
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
治

体
の
財
政
事
情
は
、
三
位
一
体

改
革
に
よ
る
不
十
分
な
税
源
移

譲
、
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
る

福
祉
需
要
の
増
大
な
ど
に
よ
っ

て
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
改
善
の
「
両
輪
」
が
、
行
政
改
革
の
実
行
計
画
と
行
政
評
価
で
す
。

今
回
は
、
こ
の
実
行
計
画
の
取
り
組
み
結
果
と
新
規
の
実
行
計
画
に
つ
い
て
、
ま
た
、

併
せ
て
行
政
評
価
の
取
り
組
み
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
住
み
続
け
た
い
」
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
思
っ
て
い
た
だ
け

る
座
間
市
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
行
政
改
革
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
市
政
、

将
来
を
見
据
え
た
市
政
、 

　
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て

　
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て 
将
来
を
見
据
え
た
市
政
、

将
来
を
見
据
え
た
市
政
、 

　
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て

　
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て 
将
来
を
見
据
え
た
市
政
、

将
来
を
見
据
え
た
市
政
、 

　
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て

　
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て 
将
来
を
見
据
え
た
市
政
、 

　
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て 

行
政
改
革
の
実
行
計
画
お
よ
び
行
政
評
価
の
お
知
ら
せ 

特
殊
な
事
例
と
は
い
え
、
自

治
体
が
破
綻
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
、

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。

表
１
は
、
財
政
状
況
の
さ
ま

ざ
ま
な
指
標
に
つ
い
て
、
神
奈

川
県
内
の
市
と
全
国
市
町
村
の

平
均
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

県
内
の
市
は
、
全
国
市
町
村
の

平
均
と
の
比
較
か
ら
、
総
じ
て

健
全
な
財
政
状
況
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

次
に
、
本
市
の
状
況
を
県
内

他
市
と
比
較
す
る
と
次
の
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
本
市
は
、
人

口
一
人
当
た
り
の
地
方
債
残
高

が
県
内
十
三
位
（
少
な
い
方
か

ら
六
位
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
示
す
よ
う
に
、
可
能
な
限
り

債
務
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口

一
人
当
た
り
の
人
件
費
や
物
件

費
に
つ
い
て
は
十
七
位
（
少
な

い
方
か
ら
三
位
）
と
な
っ
て
お

り
、
少
数
の
職
員
で
支
出
を
抑

え
た
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
財
政
力
指

数
が
十
七
位
と
な
っ
て
お
り
、

景
気
の
動
向
に
か
か
わ
ら
ず
、

い
ま
だ
厳
し
い
財
政
運
営
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実

質
公
債
費
比
率
が
十
六
位
と
支

出
に
占
め
る
債
務
返
済
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
将
来
へ

の
負
担
を
低
減
す
る
た
め
、
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
る

と
い
う
一
面
と
、
限
ら
れ
た
収

入
で
債
務
を
返
済
し
て
い
る
と

い
う
一
面
が
確
認
で
き
ま
す
。

既
に
確
認
し
た
と
お
り
、
本

市
の
財
政
状
況
は
悲
観
す
べ
き

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昨

今
の
社
会
経
済
情
勢
を
考
え
る

と
決
し
て
楽
観
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
状
況
に

対
応
す
る
た
め
、
本
市
で
は
三

カ
年
ご
と
の
行
政
改
革
の
実
行

計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
毎
年
見

直
す
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
を
採
用

し
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

十
八
年
度
の
取
り
組
み
に
よ

る
削
減
効
果
額
は
四
億
八
百
六

十
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
（
表

２
参
照
）。

行
政
改
革
に
よ
る
経
費
の
節

減
は
、
前
述
し
た
国
の
不
十
分

な
税
源
移
譲
や
福
祉
需
要
の
増

大
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。ま
た
、

こ
の
状
況
は
、
今
後
も
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
十
八

年
度
の
取
り
組
み
結
果
を
検
証

し
、
新
た
な
三
カ
年
の
目
標
を

定
め
ま
し
た
。

こ
の
実
行
計
画
で
は
、
十
九

年
度
の
削
減
目
標
を
五
億
三
千

六
百
八
十
万
円
、
二
十
一
年
度

ま
で
の
三
カ
年
の
削
減
目
標
を

十
二
億
二
千
七
十
四
万
円
と
し

ま
し
た
（
表
３
参
照
）。

行
政
改
革
の
取
り
組
み
結
果

お
よ
び
実
行
計
画
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

役
所
一
階
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー

お
よ
び
三
階
行
政
改
革
推
進
課

で
閲
覧
も
可
能
で
す
。

行
政
評
価
導
入
以
前
の
実
行

計
画
の
見
直
し
は
、
市
内
部
の

発
議
、
つ
ま
り
行
政
の
視
点
に

よ
り
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
各
事
業
の
必
要
性
や

有
効
性
に
関
す
る
評
価
の
客
観

性
に
欠
け
る
面
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
行
政
評
価
の
外

部
評
価
を
活
用
し
、
各
事
業
の

委
託
や
統
廃
合
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
少
数
の
職

員
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

な
い
と
い
う
相
反
す
る
課
題
を

両
立
さ
せ
て
い
ま
す
。

※①神奈川県公表県内市町村財政指標一覧より引用。 
　②経常収支比率、人件費・物件費等決算額、地方債現在高、実質公債費比率、職員数は加重平均、財政力指数は単純

平均による値。 
　③用語の解説 
　・財政力指数…基準財政需要額に対する基準財政収入額の割合。この指数が高いほど財政力が高いといえる。 
　・経常収支比率…経常一般財源に対する経常経費（人件費、扶助費、公債費など）の割合。この指数が低いほど財政
の弾力性があるといえる。 

　・実質公債費比率…標準財政規模に対する公債費（地方債の元利償還金）の割合。この数値が18％を超えると地方債
許可団体に、また25％を超えると単独事業の起債が認められなくなり、起債制限団体となる。 

　・ラスパイレス指数…国の平均給与額を100とした場合の自治体の平均給与額。 

表１　県内市の財政指標一覧（17年度決算） 

座間市 

横浜市 

川崎市 

相模原市 

横須賀市 

藤沢市 

平塚市 

茅ヶ崎市 

大和市 

厚木市 

小田原市 

鎌倉市 

秦野市 

海老名市 

伊勢原市 

綾瀬市 

逗子市 

三浦市 

南足柄市 

県内市町村平均 

全国市町村 
平均 

126,170 

3,544,104 

1,294,439 

652,768 

431,026 

392,929 

256,304 

229,603 

218,464 

217,581 

197,187 

175,051 

160,015 

123,135 

97,393 

80,483 

59,934 

50,748 

44,251 

－ 

－ 

0.90 

0.93 

1.02 

0.99 

0.84 

1.16 

1.10 

0.99 

1.03 

1.40 

1.04 

1.22 

1.01 

1.12 

1.08 

0.96 

0.96 

0.75 

1.17 

1.00 

0.52

92.6 

93.6 

85.8 

89.7 

96.8 

82.5 

87.8 

93.6 

86.4 

78.9 

88.7 

88.3 

83.3 

81.4 

93.8 

83.4 

95.9 

100.0 

94.6 

90.2 

90.2

95,263 

97,187 

122,236 

106,114 

116,336 

107,842 

103,345 

91,250 

95,414 

125,696 

106,060 

130,844 

89,156 

100,396 

108,791 

104,736 

126,544 

114,637 

131,947 

106,872 

121,478

236,137 

660,766 

681,365 

281,149 

403,046 

220,023 

193,071 

223,402 

223,424 

267,442 

300,752 

293,188 

253,200 

190,015 

248,149 

267,702 

278,497 

311,022 

279,259 

489,561 

462,447

15.3 

23.3 

17.9 

12.6 

12.8 

14.7 

12.2 

11.9 

15.0 

11.0 

19.3 

13.5 

10.8 

8.6 

13.1 

10.9 

12.6 

15.2 

9.1 

18.0 

14.8

6.40 

5.78 

8.49 

6.49 

6.86 

6.39 

6.73 

5.74 

5.96 

7.69 

6.50 

8.01 

6.47 

6.34 

7.62 

7.65 

8.01 

9.01 

8.45 

6.71 

8.00

99.8 

100.6 

102.4 

100.8 

102.0 

102.4 

101.4 

101.0 

100.6 

100.6 

100.1 

96.4 

99.5 

99.8 

98.2 

100.3 

99.2 

100.0 

99.3 

－ 

97.4 
（市平均） 

市　名 

住民基本 
台帳人口 
（人） 

（H18.3.31） 

財政力指数 
経常収支 
  比率（％） 

実質公債費 
比率（％） 

人口1,000人 
当たり 

職員数（人） 

ラスパイレス 
指数 

(H18.4.1)

人口1人当
たり人件費
・物件費等
決算額（円） 

人口1人 
当たり 
地方債 

現在高（円） 

※①経費が効果を上回る予定のものは△（マイナス）表記。 
　②各項目の数値の積み上げは、端数処理をしているため、効果額の合計とは一致しません。また、３年間の累計とは

一致しない場合があります。 

表３　19～21年度行政改革実行計画における経費削減目標額 
（単位：万円） 

３，４１２ 

１，９１３ 

６９ 

６１ 

２，３５３ 

６，４５５ 

３６５ 

４５４ 

３５６ 

５３ 

３５，６６４ 

２，９６２ 

３４，１７８ 

３０３ 

１３，１０６ 

３，０２０ 

１３３ 

１５６ 

 

１７，３７９ 

△３１０ 

 

１２２，０７４ 

１，１２５ 

３５６ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

６ 

－ 

６ 

８，０２４ 

９８７ 

１６，５４２ 

－ 

４，７５１ 

６５３ 

５０ 

５８ 

 

－ 

－ 

 

３２，５６３ 

１，１３７ 

３６０ 

６４ 

－ 

１，５１４ 

－ 

３６５ 

２８ 

１５１ 

４１ 

６，２４１ 

９８７ 

１１，０２８ 

－ 

４，３７１ 

１，８１９ 

５０ 

５４ 

 

７，７０７ 

△９３ 

 

３５，８２９ 

１，１４８ 

１，１９６ 

△５ 

６１ 

８３８ 

６，４５５ 

－ 

４１９ 

２０５ 

５ 

２１，３９８ 

９８７ 

６，６０８ 

３０３ 

３，９８３ 

５４１ 

３３ 

４３ 

 

９，６７２ 

△２１７ 

 

５３，６８０ 

分別収集の推進によるごみの減量 

消耗品費、印刷製本費の削減 

ＩＰ電話の導入 

小・中学校におけるコピー機の契約変更 

使用料、手数料の見直し 

福祉給付事業の見直し 

庁用車の軽自動車化 

補助金の見直し 

事業の見直し、廃止 

上下水道料金に係る口座振替の仲介 

職員の削減 

職員の給与制度の改定 

職員の各種手当の改定 

職員の旅費日当の廃止 

収納向上対策 

未利用地の売却 

広告媒体の拡大 

土地開発公社からの土地の 

買い取りによる利子の軽減 

公共施設の用地取得に係る借換債の実施 

水道料金に関する委託の統合
 

 

経費の削減を 
目指すもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入の増加、支出の 
抑制を目指すもの 

 

 

 

 

経費を投入し、サービス 
の拡大を目指すもの 

合　　計 

区　分 項　目　名 
金　　　額 

１９年度 ２０年度 ２１年度 ３年間累計 

※①経費が効果を上回ったものは△（マイナス）表記。 
　②各項目の数値の積み上げは、端数処理をしているため、効果額の合計とは一致しません。 

表２　18年度行政改革取り組み結果における経費削減効果額 
（単位：万円）

経費の削減ができたもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入の増加、支出の 
抑制ができたもの 

 

 

 

経費を投入し、サービスの 
拡大や啓発に努めたもの 

合　　計 

消耗品費、印刷製本費の削減 

小・中学校におけるコピー機、印刷機の契約変更 

使用料、手数料の見直し 

福祉給付事業の見直し 

庁用車の軽自動車化 

口座振替申請処理業務のシステム化 

上下水道料金に係る口座振替の仲介 

各種補助金の見直し 

し尿収集体制の見直し 

職員の削減 

職員の給与制度の改定 

職員の各種手当の改定、廃止 

収納向上対策 

未利用地の売却 

広告媒体の拡大 

土地開発公社からの土地の買い取りによる利子の軽減 

公共施設の用地取得に係る借換債の実施 

道路境界確定図のデータ更新 

ミックスペーパー分別袋の全戸配布 

479 

274 

459 

9,134 

77 

137 

38 

454 

700 

10,699 

499 

1,088 

4,413 

2,658 

62 

29 

10,776 

△176 

△938 

40,868

区　　分 項　　目　　名 金　額 

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
、
行

政
運
営
に
は
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
（
経
営
管
理
）
の
確
立
」
と

「
自
律
性
の
向
上
」
と
い
う
二

つ
の
視
点
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立

と
は
、
税
金
、
職
員
、
保
有
す

る
財
産
な
ど
、
限
ら
れ
た
行
政

資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
、

ま
た
、
自
律
性
の
向
上
と
は
風

土
や
特
性
を
生
か
し
た
地
域
づ

く
り
を
す
る
こ
と
で
す
。

行
政
評
価
と
は
、
こ
れ
ら
を

有
効
に
実
施
す
る
た
め
の
改
善

手
法
の
一
つ
で
す
。本
市
で
は
、

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
平

成
十
四
年
度
か
ら
導
入
し
て
い

ま
す
。（
左
図
参
照
。）

本
市
の
行
政
評
価
は
、「
事

業
評
価
」「
内
部
評
価
」「
外
部

評
価
」
の
三
つ
に
大
別
で
き
ま

す
。

○
事
業
評
価

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
総
合
計
画
を
策
定
し
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
評
価
で
は
、
こ
の
事
業

ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
が

客
観
的
に
評
価
で
き
る
数
値
を

用
い
て
、
次
の
各
項
目
の
評
価

を
し
ま
す
。

・
手
段
＝
市
が
実
際
に
実
施
す

る
事
業
の
内
容

・
活
動
指
標
＝
事
業
の
進
捗

し
ん
ち
ょ
く

状

況
を
測
る
指
標

・
意
図
＝
目
指
す
状
態

・
成
果
指
標
＝
事
業
の
目
的
達

成
度
を
測
る
指
標

・
事
業
費
な
ど
の
年
度
別
状
況

十
八
年
度
は
、
四
百
五
十
八

事
業
に
つ
い
て
評
価
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
十
七
年
度

の
四
百
十
一
事
業
を
四
十
七
事

業
上
回
る
も
の
で
す
。

○
内
部
評
価

総
合
計
画
は
、
複
数
の
目
標

を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
過
程
を
体
系
化
し
て
い
ま

す
。内

部
評
価
で
は
、
事
業
評
価

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
各
事
業

が
上
位
の
施
策
や
政
策
の
実
現

に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
た
か
と
い

う
見
地
で
評
価
し
て
い
ま
す
。

内
部
評
価
の
一
次
評
価
は
担

当
部
局
長
、
二
次
評
価
は
客
観

性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
副
市

長
、
企
画
財
政
部
長
、
政
策
課

長
、
財
政
課
長
で
構
成
す
る
行

政
評
価
委
員
会
が
評
価
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

十
八
年
度
は
、
二
百
七
十
七

事
業
に
つ
い
て
評
価
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
十
七
年
度

の
二
百
三
十
事
業
を
四
十
七
事

業
上
回
る
も
の
で
す
。

○
外
部
評
価

以
上
の
市
内
部
の
評
価
を
更

に
客
観
的
な
も
の
と
す
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
評

価
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門

家
に
よ
る
外
部
評
価
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

《
市
民
に
よ
る
評
価
》

こ
の
外
部
評
価
に
お
け
る
市

民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
評
価
の
方

法
と
し
て
、「
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
が
実
施
す
る
各

施
策
に
対
し
て
の
「
関
心
度
」

「
満
足
感
」「
重
要
性
」「
役
割

分
担
」
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ

ん
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

の
か
を
調
査
し
、
今
後
の
行
政

運
営
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

表
４
は
、
昨
年
十
一
月
に
、

十
五
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
、

四
千
人
を
対
象
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一
部
で
す
。

《
専
門
家
に
よ
る
評
価
》

各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
評

価
は
、
四
年
を
周
期
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
専
門
家

に
よ
る
評
価
で
は
、
評
価
内
容

と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
も
公
表

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
四
年
周
期
の
一
年

目
に
当
た
り
、
去
る
五
月
三
十

日
に
、
四
十
一
の
施
策
へ
の
百

を
超
え
る
提
言
が
、
市
長
に
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

十
八
年
度
の
施
策
の
評
価
を

し
て
い
た
だ
い
た
専
門
家
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

・
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究

科
教
授
　
辻
　
琢
也
　
氏

・
公
認
会
計
士
、
東
京
都
監
査

委
員
　
筆
谷
　
勇
　
氏

・
ミ
ツ
ワ
工
業
株
式
会
社
代
表

取
締
役
　
藤
倉
　
久
巳
　
氏

行
政
評
価
の
対
象
と
な
る
各

施
策
は
、
行
政
評
価
の
対
象
と

な
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
具
体
性
に

欠
け
る
部
分
が
あ
り
、
総
じ
て

抽
象
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。“い

さ
ま
”
ま
ち
づ
く
り
指

標
と
は
、こ
れ
を
補
う
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
よ
っ
て
、

実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
主
な

目
標
と
達
成
度
を
数
値
で
表
し

た
も
の
で
、
言
わ
ば
本
市
の

「
ま
ち
づ
く
り
の
物
差
し
」
と

い
え
ま
す
。

　
現
在
、
各
施
策
に
五
十
八
の

指
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
紹
介
し
ま
し
た
行

政
評
価
の
詳
細
は
、
七
月
三
十

日
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
冊

子
と
し
て
も
同
じ
く
七
月
三
十

日
か
ら
公
表
し
ま
す
。
閲
覧
で

き
る
場
所
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
市
役
所
一
階
市
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
三
階
政
策
課

・
各
出
張
所

行
政
評
価
は
、
総
合
計
画
で

示
す
市
の
将
来
像
「
み
な
ぎ
る

活
力
と
　
や
す
ら
ぎ
が
調
和
す

る
　
と
き
め
き
の
ま
ち
」
を
実

現
す
る
た
め
の
手
段
で
す
。
同

時
に
、
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ん

を
つ
な
ぐ
手
段
で
も
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
ご
意
見
や
ご
要
望

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

～座間市の行政評価～ 

事業評価＝担当課 

“いさま”まちづくり指標 
＝行政評価推進会議 

このやり方で 
いいのかしら？ 

長期的な視点で 
見直すべきでは？ この指標では、 

市民に分かり 
にくいのでは？ 

この事業の 
優先性は… 

もっと効率的な 
方法はないかな？ 

この指標の 
目標値は 
低くないか？ 

内部評価 

外部評価 

一次評価＝担当部局長 

外部の専門家（施策評価） 

二次評価＝行政評価委員会 

市民アンケート 

参　考 

参　考 参　考 

参
　
考 

もっと、 
必要性は 
高いと 
思います。 

参
　
考 

表４　まちづくりのための市民アンケート結果抜粋 
○施策に対する関心について 
割合(%)=（ある程度）関心があると回答した割合－（あまり）関心がないと回答した割合 

割合の高い施策 割合の低い施策 

施　策　名　称 割合（％） 

医療体制の充実 

防犯体制の充実 

廃棄物対策の推進 

交通安全対策の推進 

防災対策の推進 

91.2 

89.0 

86.6 

81.6 

80.1

施　策　名　称 割合（％） 
交流活動の推進 
都市農業の振興 
工業の振興 
男女の自立と平等に基づく 
共同参画社会の実現 
商業の振興 

△ 2.7 
1.6 
1.7 

6.8
 
 

13.0

○施策の推進に対する満足感について 
割合(%)=（どちらかと言えば）推進（充実）されてきていると回答した割合－（どちらかと言えば）推進（充実）されてきていないと回答した割合 

割合の高い施策 割合の低い施策 

施　策　名　称 割合（％） 
市民文化の向上 

上水道事業の推進 

廃棄物対策の推進 

下水道・河川の整備 

医療体制の充実 

56.1 

54.1 

44.4 

38.9 

37.9

施　策　名　称 割合（％） 
安全な消費生活の推進 
工業の振興 
行政機能の充実 
男女の自立と平等に基づく 
共同参画社会の実現 
勤労者福祉の向上 

△ 18.8 
△ 16.6 
△ 16.5 

△ 15.4 
 

△ 14.6

○施策の重要性について 
充実してほしいと回答した割合の高い施策 充実してほしいと回答した割合の低い施策 

施　策　名　称 割合（％） 

医療体制の充実 

高齢者福祉の充実 

交通安全対策の推進 

基地対策の推進 

公園・広場の充実 

51.0 

41.7 

28.1 

19.9 

19.7

施　策　名　称 割合（％） 
男女の自立と平等に基づく 
共同参画社会の実現 
交流活動の推進 
市民参加の推進 
都市農業の振興 
防災対策の推進 

1.4  
1.4 
2.4 
2.8 
2.9

「県・国」が果たすべきと回答した割合の高い施策 「ＮＰＯ・企業など」が果たすべきと回答した割合の高い施策 

施　策　名　称 割合（％） 

基地対策の推進 

低所得者福祉の充実 

高齢者福祉の充実 

医療体制の充実 

障害児教育の充実 

81.7 

58.0 

52.8 

50.1 

49.5

施　策　名　称 割合（％） 
商業の振興 
工業の振興 
男女の自立と平等に基づく 
共同参画社会の実現 
勤労者福祉の向上 
安全な消費生活の推進 

24.9 
24.5 

18.2 
 

14.6 
13.5

○施策の役割分担について 
「市」が果たすべきと回答した割合の高い施策 「市民」が果たすべきと回答した割合の高い施策 

施　策　名　称 割合（％） 
健全な財政運営 
市街地の形成 
公園・広場の充実 
行政機能の充実 
消防対策の推進 

80.8 
80.7 
80.6 
78.6 
73.3

施　策　名　称 割合（％） 
防犯体制の充実 
コミュニティ活動の推進 
健康づくりの推進 
市民参加の推進 
廃棄物対策の推進 

43.3 
39.5 
35.8 
34.4 
30.8

担
当
　
　
行
政
改
革
推
進
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）
８
０
４
４
　
�
０
４
６（
２
５
５
）
３
５
５
０

行
政
改
革
取
り
組
み
結
果
（
十
八
年
度
）

お
よ
び
実
行
計
画
（
十
九
〜
二
十
一
年
度
）

担
当
　
　
　
　
　
　
政
策
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）
８
２
８
７
　
�
０
４
６（
２
５
５
）
３
５
５
０

行
政
評
価
取
り
組
み
結
果
（
十
八
年
度
）

自
治
体
が
破は
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。 

お 役 立 ち 情 報 満 載 ！ 

市および市統計調査員協議会で
は、小・中学生を対象に統計グラフ
コンクールを開催します。夏休みの
自由研究の一つとして、いろいろな
ことを観察したり調べたりして、統
計グラフを作ってみませんか。
○対　象　市内在住の小・中学生
○募集内容　▽小学１年～４年生＝
観察結果をグラフにしたもの▽小
学５年～中学生＝観察結果または
統計資料をグラフにしたもの

○応募規定　Ｂ２判（72.8�×51.5
�）の大きさの紙（紙質自由）を
使用し、色彩は自由
※市販のＢ２判紙は大きめのた
め、切るなど調整してください。

○応募方法　作品の裏下端に利用し
た統計資料や観察記録を記載した
Ａ４判程度の用紙を、また、裏面
に市内各小・中学校で配布する応
募票または縦15�×20�程度の用
紙｛表題、市名（住所）、学校名、
学年、氏名を明記｝をのり付けし、
２学期の始めに各学校へ提出。
市外の学校へ通学している児童生
徒は直接担当に提出してくださ
い。

○賞　品　入賞者には賞状・副賞を
進呈。応募者全員には記念品を進
呈

○その他　優秀な作品は、県統計グ
ラフコンクールへ出品。入賞作品
は11月19日（月）から30日（金）
まで市役所１階市民ホールに展示
予定

担当 政策課
�046（252）8379 �046（255）3550

取り壊した家屋には、翌年度から
固定資産税と都市計画税が課税され
ません。滅失登記や市への届け出を
していない方は、お早めに担当にご
連絡ください。
担当 固定資産税課
�046（252）8047 �046（255）3550

11月４日（日）に座間中学校やか
にが沢公園などで開催する「市民ふ
るさとまつり」の参加団体を募集し
ます。
多くの市民の皆さんの力で、この

祭りを盛り上げていきましょう。
○参加内容　文化・芸能活動発表、
模擬店、バザー（営利目的は不可）、
パレード参加など

○参加資格　市内の社会教育関係団
体・社会福祉関係団体
※希望者多数の場合は抽選。
○申込方法　市役所２階協働まちづ
くり課窓口に備え付けの申込書に
必要事項を記入し、８月１日（水）
から15日（水）までに同窓口に提
出

担当市民ふるさとまつり実行委員会
事務局（協働まちづくり課内）
�046（252）7966 �046（255）3550

交通事故や火災など不慮の事故で
被害に遭った方に「災害見舞金」を
交付しています。
○対　象　国内で発生した車両・電
車・船舶・航空機などによる人
身・死亡事故に遭った市内在住者
※次の場合は対象となりません。
①被害者または遺族の故意、もし
くは重大な過失や違法行為によ
り発生した災害を受けたとき

②治療が通院だけのとき
③入院期間が15日未満のとき
○掛け金　不要
○申請方法　災害が発生した日から
１年以内に、被害者または遺族が
直接担当へ

担当 安全対策課
�046（252）8158 �046（252）7773

市交通安全対策協議会では「高齢
者の事故防止」をテーマに交通安全
標語を募集します。多数の応募をお
待ちしています。
○応募資格　市内在住･在勤･在学者
○応募方法　はがき１枚につき標語
１点として、住所、氏名、年齢、
電話番号を記入し、９月７日（金）
までに〒228-8566市役所安全対策
課あて郵送（当日消印有効）また
は持参（市内の小・中学生は、そ
れぞれの学校に提出）
※一人何点でも応募できます。
※入賞者は12月1日（土）開催の交
通安全推進大会で表彰します。
担当 市交通安全対策協議会

（安全対策課内）
�046（252）8158 �046（252）7773

本市の公共下水道供用区域は、４
月１日に供用開始となった2.95ヘク
タールに加え、７月１日から相武台
１丁目の一部0.88ヘクタールも供用
開始となり、着実に市内全域へ広が
っています。
新たに供用開始された地区の皆さ

んは、下水道法により遅滞なく公共
下水道へ接続する義務があります。
供用開始から３年以内に接続する場
合、排水設備助成制度や貸付制度な
どが利用できますので、詳しくは、
担当にお問い合わせください。
なお、該当地区の皆さんには、各

種資料を配布する予定です。
担当 下水道課
�046（252）8587 �046（252）8684

平成19年１月１日～６月30日
（物件事故を含まず）

夏休みの宿題に環境のことを考え
てみませんか。地球にやさしいこと
とは何かを一緒に考えましょう。
○と　き　８月６日（月）午前８時
40分～午後４時

○ところ　市役所、アサヒビール�
神奈川工場（南足柄市）

○テーマ　「くるっとリサイクル。
で、来る未来」

○対　象　小学４年～中学３年生
○定　員　25人（申込順）
○参加費　100円（傷害保険料）
○持ち物　筆記用具、弁当、水筒
○応募方法　７月25日（水）までに
電話またはファクスで担当へ

担当 環境対策課
�046（252）8214 �046（257）7743

地元農家が生産した新鮮な野菜
や、市の特産品などを販売する朝市
を開催します。多くの皆さんの来場
をお待ちしています。
※朝市は、毎月第４日曜日に開催し
ています。
○と　き　７月22日（日）午前７時
～８時

○ところ　市役所ふれあい広場（市
役所とハーモニーホール座間の
間）
※雨天の場合は、市役所１階アト
リウムで開催します。

○販売物　地場産野菜、農産物加工
品、肉、肉加工品、花き、市指定
特産品

担当 農政課
�046（252）7601 �046（255）3550

抱っこやミルクの手伝いなどを通
して、赤ちゃんとの触れ合いを体験
してみませんか。
○と　き　８月10日（金）午前９時
～午後０時30分

○ところ　市民健康センター
○内　容　触れ合い体験とは？、赤
ちゃん人形で抱き方練習、赤ちゃ
んとの実際の触れ合い

○対　象　市内在住の小学５年～中
学３年生

○定　員　20人（申込順）
○持ち物　エプロン、筆記用具、飲
み物、自分の母子手帳（持ってい
る人）、ハンドタオル

○注意事項　動きやすい服装（女子
はズボン）で、爪は短く切り、長
い髪はゴムで縛ること

○参加費　100円（保険料含む）

統計グラフコンクール作品募集

○申込方法　８月３日（金）までに
電話で担当へ

担当 保健医療課
�046（252）7225 �046（252）7043

健康ざま普及員連絡協議会は、市
演奏家連盟の協力により、下記のと
おり「親子で楽しめるコンサートイ
ンサマー」を開催します。音楽で心
も体もリラックスしましょう。
○と　き　７月30日（月）午後１時
30分～

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）多目的室AB

○内　容　ウィリアム・テル序曲、
ディズニーメドレーほか

○入場料　無料
○参加方法　当日直接会場へ
担当 保健医療課
�046（252）7225 �046（252）7043

○と　き　８月22日（水）午前９時
～正午

○ところ　市役所集合・解散
○内　容　徒歩で栗原水源、第１水
源、第１配水場などを巡る水道施
設の見学会

○対　象　小学生以上（保護者同伴
可）

○定　員　25人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法　直接、電話またはファ
クスで担当へ

担当 水道業務課
�046（252）7513 �046（257）4155

市内に伝わる食文化を学び、実習
します。
○と　き　①８月18日②９月15日③
11月10日④12月15日⑤平成20年１
月12日⑥３月８日いずれも土曜日
午前９時～正午（全６回）

○ところ　市公民館２階実習室など
○内　容　①ガイダンス・すいとん
作りほか②お月見料理作り③サツ
マイモ料理（サツマ団子、アワふ
かし）作り④お正月料理（きんと
ん、木目ようかん）、小豆がゆ作
り⑤太巻き寿司、きんぴら、煮物
料理作り⑥五目飯作り

○定　員　25人
○参加費　毎回500円（材料代）
○対　象　中学生以上で全６回出席
できる方

○持ち物　筆記具、エプロン
○申込方法　８月17日（金）までに
電話で担当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8431 �046（252）4311

○と　き　８月１日（水）午後２時
～４時10分

○ところ　市役所５階第１会議室
○講　師　横浜相原病院院長　吉田
勝明さん

○定　員　70人（申込順）
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○参加費　無料
○申込方法　電話で担当へ
担当 教育研究所
�046（252）8460 �046（252）4311

○と　き　８月22日（水）
○ところ　小田急藤沢ゴルフクラブ
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　120人（申込順）
○参加費　18,840円（プレー・パー
ティー・賞品・事務費）
※申し込み後のキャンセルの場
合、大会３日前までに3000円を納
入

○競技方法　18ホールストロークプ
レー（ＨＮＤＣ新ペリア採用）

○表　彰　上位５位、ベスグロ（シ
ニア、一般男・女、とび賞など）

○申込方法　任意の用紙に住所、氏
名、電話番号、生年月日を記入の
上、８月１日（水）までに〒228-
0024市内入谷4-2409-23市ゴルフ協
会事務局木村あて郵送またはファ
クスで�046（254）2463へ

担当 スポーツ課
�046（252）8177 �046（252）4311

○と　き　８月１日（水）～９月14
日（金）午前９時～午後３時30分
（水曜日は午後２時30分まで）の
期間で、任意の３日間｛土曜・日
曜日、祝日および８月８日（水）
～15日（水）を除く｝

○ところ　もくせい園
○内　容　知的障害者の作業の手伝
いや散歩の付き添いなど

○対　象　18歳以上の方
○参加費　１日650円（昼食代）
○申込方法　７月27日（金）までに
直接または電話で担当へ

担当 もくせい園
�046（253）0804 �046（254）7717

◆彫金を楽しむ講座「銀細工作りに
挑戦！」

○と　き　８月22日（水）、23日
（木）午後７時～９時
○対　象　どなたでも（小学生は親
子で参加を）

○定　員　15人程度（申込順）
○参加費　2,800円（材料費など）
○持ち物　筆記用具など
○申込方法　８月15日（水）までに
直接、電話またはファクスで同館
へ

◆ほんとうに初めてのパソコン講座
○と　き　８月５日～26日毎週日曜
日午前９時30分～午後０時30分
（全４回）
○内　容　文字入力の学習とインタ
ーネットやメールなどの体験

○対　象　パソコン初心者
○定　員　16人（多数抽選）
○参加費　1,850円（テキスト代な
ど）

○持ち物　筆記用具
○申込方法　７月28日（土）までに
直接、電話またはファクスで同セ
ンターへ

◆夏休みクラフトスクール
○と　き　８月５日（日）午前10時
～正午

○内　容　虫や草花模様の明かりを
作る

○対　象　小学生

○定　員　25人（申込順）
○参加費　1,000円
○持ち物　はさみ、のり、20センチ
メートル定規

○申込方法　８月１日（水）までに
直接、電話またはファクスで同館へ

◆ひがし映画会
○と　き　７月21日（土）午前10時
30分～11時30分

○内　容　「ドナルドダックの消防
夫」「鬼がら」「アニメ　ハチ公物
語」

○入　場　自由（幼児は保護者同伴）
◆サマーアイランド2007前日・当日
ボランティア募集！「子どもも大
人も楽しもう」

＜前日＞
○と　き　８月25日（土）午後１時
30分～

○内　容　お化け迷路作り（パネ
ル・ダンボール運び、ダンボール
敷き、お化け作り、飾り付け）、
テント建て

＜当日＞
○と　き　８月26日（日）午前８時
30分～午後５時

○内　容　模擬店（ヨーヨー、綿菓
子、かき氷など）、お化け迷路、
ゲームラリー、駐輪場、ゴミ分別
などの各係

＜前日・当日共通＞
○対　象　小学４年生以上
※大人の参加歓迎します。
○申込方法　前日、当日共に８月３
日（金）までに直接、電話または
ファクスで当センターへ

◆市職員（任期付短時間勤務職員）
○職務内容　市税等滞納者の滞納整
理事務

○勤務日時　週４日間、午前８時30
分～午後５時15分（土曜･日曜日
および祝日勤務あり）

○任　期　３年間
○受験資格　財産調査・財産の差し
押さえ・相談・交渉などの経験
と、債権等処理関連業務の経験が
あり、普通自動車運転免許を所持
している65歳未満で健康な方

【受験案内・申込書の配布および申
込書・小論文の受け付け】
○と　き　７月17日（火）～８月10
日（金）午前９時～正午、午後１
時～４時、７月28日（土）午前９
時～正午

○ところ　市役所２階　収納課
※受験案内・申込書は、市ホーム
ページからダウンロードもできま
す。
※申込書・小論文は、必ず受験す
る本人が持参してください。

担当 収納課
�046（252）8021 �046（255）3550

○森のおはなし会
▽とき＝７月26日（木）午前10時～
11時▽ところ＝県立座間谷戸山公園
森の学校（雨天時は図書館）▽内
容＝お話、ペープサートなど▽参加
費＝無料▽参加方法＝当日午前10時

に図書館入り口集合▽連絡先＝座間
おはなし会�046（257）2910（尾崎）
○第７回ふれあい音楽会～筝

そう

・尺
八・ソプラノ・ピアノの饗宴～

▽とき＝７月22日（日）午後２時開
演（午後１時30分開場）▽ところ＝
ハーモニーホール座間小ホール▽内
容＝邦楽・洋楽のプロが協演する音
楽会▽入場料＝無料▽連絡先＝�
042（741）2362（庄子）
○ZAMAビッグバンドジャズオー
ケストラ　結成10周年記念コンサ
ート

▽とき＝９月24日（月）午後２時30
分開演（午後２時開場）▽ところ＝
ハーモニーホール座間大ホール▽内
容＝第１部：あの曲をもう一度（ジ
ョージア・オン・マイ・マインドほ
か）、第２部：ジャズで奏でる日本
の歌（荒城の月ほか）▽入場料＝前
売券1000円、当日券1200円▽問い合
わせ先＝�046（254）1328（清水）
○身体障害者総合福祉施設アガペセ
ンター小松原フリーマーケット

▽とき＝７月28日（土）午前10時～
午後１時（雨天中止）▽ところ＝同
センター駐車場（小松原２-10-14）
▽内容＝日用品・雑貨・衣類などの
販売。エコ肥料の無料配布▽問い合
わせ先＝同センターフリーマーケッ
ト事務局�046（254）7111（鈴木）
○テニス大会
▽とき＝８月26日、９月２日いずれ
も日曜日午前９時～▽ところ＝ひま
わり公園テニスコートほか▽種目＝
ダブルストーナメント（男子＝一
般・45歳以上、女子＝一般・40歳以
上）▽対象＝市内在住・在勤・在学
者、市テニス協会員▽参加費＝１組
1600円▽申込方法＝所定の用紙に必
要事項を記入し、参加費を添えて８
月11日（土）までに市テニス協会事
務局（ひばりが丘２-8-12ファースト
テニスコート内）へ▽問い合わせ
先＝同事務局�046（256）3891
○①リサイクル自転車販売②粉末ウ
コンの販売③刃物研ぎ

▽とき＝７月27日（金）①②午前10
時～③午前９時30分～午後２時※①
は９時から整理券を先着順で配布し
ます。▽ところ＝生きがいセンター

（小松原１－45－21）▽価格・料
金＝①１台4000円～6000円②１瓶
700円③１本300円～▽問い合わせ
先＝市シルバー人材センター�046
（254）5361
○市交通安全協会パート職員募集
▽募集人数＝若干名▽応募資格＝事
務職経験があり、パソコンが操作で
きる50歳前後の女性▽業務内容＝自
動車運転免許証更新時申請手続き、
証紙販売▽勤務日時＝月曜～金曜日
の週１～２日午前８時30分～午後４
時▽賃金＝時給800円程度▽応募方
法＝市販の履歴書（写真添付）に必
要事項を記入し、本人が座間市交通
安全協会（入谷１-193）に持参▽問
い合わせ先＝同協会�046（255）2160
○都市計画説明会
▽とき＝７月22日（日）午後３時～
５時▽ところ＝相模原市立相模台公
民館会議室（相模原市相模台１-13-
５）▽内容＝小田急相模原駅北口B
地区第一種市街地再開発事業につい
ての説明▽問い合わせ先＝相模原市
役所まちづくり計画部都市計画課�
042（769）8247

○座間吹毛会無外流居合クラブ
▽内容＝無外流居合道を学ぶ▽と
き＝毎週土曜日午後４時～６時▽と
ころ＝入谷小学校体育館▽会費＝月
額4000円、入会金1500円※居合刀、
稽
けい

古
こ

着が必要です。▽連絡先＝�
090（5537）0080（藤原）
○ひばりが丘A琴の会
▽内容＝大正琴を楽しむ▽とき＝毎
月２回月曜日午前９時30分～11時30
分▽ところ＝ひばりが丘南児童館▽
会費＝月額2000円▽連絡先＝�046
（251）4547（渡辺）
○コール・フロイデ
▽内容＝女声合唱▽とき＝毎週水曜
日午前10時～正午▽ところ＝青少年
センター▽対象＝18歳以上の音楽が
好きな女性▽会費＝月額5000円（雑
費年額2000円）▽連絡先＝�046
（253）8826（武藤）

家屋を取り壊したときは連絡を

市民ふるさとまつり参加団体を募集

ご存知ですか？災害見舞金制度

高齢者の交通事故防止に
交通安全標語を募集

ざま市民朝市

赤ちゃんとのふれあい体験

親子で楽しめるコンサート　イン
サマー　マリンバ・ピアノデュオ

水道施設を歩いて見学しよう！

郷土の食文化講座

教育教養研修講座｢ようこそ反抗期！
～不登校のこころの読み方～｣

市総合体育大会 ～ゴルフ～

もくせい園ボランティア講座
～あなたの空いている時間にもく
せい園にいらっしゃいませんか～

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

今
年
も
目
久
尻
川
に
五
、
六

組
の
カ
ル
ガ
モ
の
親
子
が
や
っ

て
き
て
、
行
き
交
う
人
た
ち
が

川
を
覗
き
込
む
姿
が
見
掛
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ヨ
シ
の
間
か
ら
子
ガ
モ
が
一

羽
ず
つ
、
母
親
の
後
を
追
っ
て

出
て
く
る
姿
の
な
ん
と
か
わ
い

ら
し
い
こ
と
、
つ
い
つ
い
微
笑

ほ

ほ

え

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
中
の
お
じ
さ
ん
も
微
笑
ん

で
見
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
雨
が
降
っ
た
次

の
日
は
、
十
羽
が
八
羽
に
と
、

必
ず
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。「
中
州
に
で
も
盛
り
土
を
し

て
、
避
難
所
み
た
い
な
と
こ
ろ

を
作
っ
た
ら
ど
う
か
ね
？
」
な

ど
と
、
散
歩
中
の
方
た
ち
と
話

し
を
し
て
は
い
ま
す
が
、
現
実

に
は
た
だ
た
だ
心
配
し
て
見
て

い
る
だ
け
で
す
。

ま
た
、「
子
ガ
モ
を
カ
ラ
ス
が

狙
っ
て
い
た
」
と
か
、「
流
さ
れ

は
ぐ
れ
た
子
ガ
モ
が
、
よ
そ
の

親
子
に
入
ろ
う
と
し
て
も
、
受

け
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」

と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
が
、
や

は
り
人
と
は
違
い
、
鳥
に
は
鳥

の
生
き
る
様
が
あ
り
、
自
然
淘と

う

汰た

さ
れ
る
の
を
見
守
る
こ
と
し

か
で
き
ま
せ
ん
。
た
と
え
、
道

を
横
切
る
親
子
の
カ
ル
ガ
モ
が

今
年
も
カ
ル
ガ
モ

親
子
が
見
れ
た

い
て
、
一
羽
の
子
ガ
モ
が
遅
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
を
見
掛
け

て
も
、
決
し
て
人
が
手
助
け
を

し
て
は
な
ら
な
い
と
教
わ
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら

人
の
に
お
い
の
付
い
た
子
ガ
モ

を
母
ガ
モ
は
、
面
倒
を
見
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
の
こ
と
で
す
。

手
助
け
も
で
き
な
い
こ
と
は

非
常
に
残
念
で
す
が
、
と
に
か

く
一
羽
で
も
多
く
の
子
ガ
モ
が

巣
立
つ
こ
と
を
私
は
願
い
ま
す
。

公共下水道区域が広がります

ざまっ子環境パトロール隊員募集
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飯
いい

田
だ

柑
かん

南
な

ちゃん
H18.10.26生まれ　女
入谷 5 丁目

藤
ふじ

田
た

千
ち

啓
ひろ

ちゃん
H18.12.27生まれ　女
緑ケ丘 2 丁目

井出
い で

帆
ほ

南
なみ

ちゃん
H18.10. 4 生まれ　女
緑ケ丘 3 丁目

宮　
みやざき

姫
ひめ

菜
な

ちゃん
H18. 5 . 7 生まれ　女
緑ケ丘 1 丁目

市では、市民との協働による
住みよいまちづくりを目指して、
行政活動に市民が主体的に参加
し、その意見を市政に反映する
ための手続きを定めた「座間市
協働まちづくり条例」を本年９
月28日から施行します。
この条例は、市の重要な政策

などを決定するときに、必ず市
民の皆さんの意見や提案を伺うことを制度化したもので、市民参加
の具体的な手続きを定めた条例です。市民参加における「市民等の
責務」や「市の執行機関の責務」をはじめ、「市民参加手続の対象と
なる事項」や「市民参加の方法」、さらに「市民参加の実施に当たっ
て留意すべき事項」などを規定するほか、この条例を実効性のある
ものとするため、市民参加の状況などを審議する「市民参加推進会
議」の設置についても定めています。
市では、これまでもさまざまな形で市民参加に取り組んできまし

たが、統一した基準がなかったため、市民参加を求めるかどうかの
判断は、その事務を所管する担当の判断に委ねられており、その取
り扱いには差異が生じていました。しかし、今後はこの条例に基づ
き一定のルールのもとに市民参加の手続きが進められることになり
ます。
なお、市では、この条例の施行に合わせて、市内８カ所で「協働

まちづくり条例に係る市民説明会」を開催します。当日は、地域で
抱えている課題やその課題解決に向けた取り組みなどについての意
見も皆さんから伺いたいと考えています。日程および会場について
は、下記のとおりです。お気軽に会場に来場ください。
担当 協働まちづくり課　�046（252）8237 �046（255）3550

７月24日（火）
 

26日（木） 

31日（火） 

８月１日（水） 

４日（土） 

 
７日（火）

 

９日（木） 

11日（土） 

新田宿・ 
四ツ谷コミュニティセンター 

市公民館 

立野台コミュニティセンター 

東地区文化センター 

市役所（５階第１会議室） 

ひばりが丘 
コミュニティセンター 

相武台コミュニティセンター 

相模が丘コミュニティセンター 

 
新田宿、四ツ谷

 

座間、入谷の一部 

立野台、栗原・入谷の一部 

東原、さがみ野、栗原の一部 

緑ケ丘、明王、栗原の一部 

 
ひばりが丘、小松原 

相武台、広野台、栗原の一部 

相模が丘 

開催日 会　　場 対象地区 

市 民 説 明 会 の 日 程

※時間はいずれも午後７時～９時
※入場自由。当日直接会場へ。
※対象地区は目安ですので、お近くの会場にご来場ください。

年金加入記録または納付記録郵送の申し込みを社会保険庁（�0120（657）830）
で受け付けていますが、市役所でも受け付けています。申し込み後、３週間
以内に社会保険事務所から年金加入記録または納付記録が郵送されますので、
どうぞご利用ください。
○受付時間　月曜～金曜日午前８時30分～午後５時15分、第２・第４土曜日午
前８時30分～正午

○受付場所　市役所１階国保年金課窓口
○対　象　市内在住の年金加入者・受給者または本人の委任状をお持ちの方
※配偶者や同居の親族の場合も委任状が必要です。

○持ち物　年金手帳または年金証書
※年金手帳などをお持ちでない場合は、自動車免許証または健康保険証などの
身分証明書（代理人の場合は代理人自身の証明書）を持参してください。

○申込方法　備え付けの申込書に、基礎年金番号・氏名・生年月日・住所な
どを記入し、同窓口に提出

担当 国保年金課 �046（252）7035 �046（252）7043

市では、tvk（テレビ神奈川）のデジタルデ
ータ放送を活用し、文字で催しなどの市政情
報を市民の皆さんに提供しています。デジタ
ルデータ放送が受信できれば、テレビ（携帯
電話のワンセグ放送対応テレビなどを含む）
から、手軽に市の情報を得ることができます。
市で提供している情報は「マイタウン情報」

で、記事数が全部で九つあり、さまざまな市
政情報を掲載する「掲示板」と、市の催し物
情報を掲載する「イベント」の二つのコーナ
ーに分けてお知らせしています。例えば、「掲示板」コーナーでは、「コミュ
ニティバスのご利用を」などを、「イベント」コーナーでは「ひまわり祭」な
どをお知らせしています。
これらの市で提供している情報を見るためには、地上デジタル放送で、tvk

デジタル放送のチャンネル「３」を選び、リモコンのデータ放送ボタン（「ｄ
ボタン」）を押し、「マイタウン情報」を選んでください。
なお、デジタルデータ放送を視聴するするためには、「地上デジタル放送対

応テレビ」または「地上デジタルチューナー」が必要になります。また、ケ
ーブルテレビで視聴することも可能です。
どうぞ、デジタルデータ放送を利用して、新鮮な市政情報をご覧ください。

担当 情報推進課 �046（252）8321 �046（255）3550

デジタルデータ放送で市政情報を提供 デジタルデータ放送で市政情報を提供 

市内8カ所で説明会を開催 

「協働まちづくり条例」の 
　　　　　　　　　施行に向けて 
「協働まちづくり条例」の 
　　　　　　　　　施行に向けて 

市内8カ所で説明会を開催 市内8カ所で説明会を開催 市内8カ所で説明会を開催 

社会保険事務所職員による年金加入記録や納付記録に関する相談会を、
サニープレイス座間で実施します。50歳以上の方は、将来受け取ることの
できる年金見込額の試算もできます。
※混雑した場合は、加入記録や納付記録については後日郵送となることも
あります。
○と　き　７月24日（火）午後１時～４時
○ところ　サニープレイス座間（総合福祉センター）研修室
○対　象　市内在住の年金加入者・受給者または本人の委任状をお持ちの方
※配偶者や同居の親族の場合も委任状が必要です。

○持ち物　年金手帳または年金証書
※年金手帳などをお持ちでない場合は、自動車免許証または健康保険証など
の身分証明書（代理人の場合は代理人自身の証明書）を持参してください。

○参加方法　当日直接会場へ
○問い合わせ先　厚木社会保険事務所 �046（223）9082（国民年金課）

社会保険事務所　出張年金相談

年金加入・納付記録郵送の 
申し込みを受け付け中！ 
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